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終
活
支
援
に
つ
い
て

　

❶
横
須
賀
市
で
は
、
一
人
暮
ら

し
高
齢
者
の
葬
儀
、
納
骨
、
延
命

治
療
意
思
な
ど
を
支
援
す
る
た
め
、

市
が
市
民
と
葬
儀
社
と
の
仲
立
ち

と
な
り
、
葬
祭
扶
助
と
同
額
の
費

用
を
事
前
に
葬
儀
社
に
預
け
る
エ

ン
デ
ィ
ン
グ
プ
ラ
ン
・
サ
ポ
ー
ト

事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
品
川

区
で
も
、
横
須
賀
市
の
事
業
を
参

考
に
終
活
支
援
事
業
の
検
討
を
。

❷
自
ら
の
遺
体
を
献
体
と
し
て
提

供
し
た
い
と
希
望
す
る
一
人
暮
ら

し
高
齢
者
の
遺
志
を
実
現
す
る
た

め
、
横
須
賀
市
で
は
市
内
に
あ
る

歯
科
大
学
と
協
定
を
締
結
し
て
い

る
。
こ
の
協
定
を
参
考
に
、
身
寄

り
の
な
い
方
の
献
体
の
仕
組
み
の

検
討
を
。

　
福
祉
部
長　

❶
人
生
の
最
期
を

ど
う
迎
え
る
か
、
生
前
か
ら
準
備

す
る
こ
と
の
重
要
性
が
注
目
さ
れ

て
い
る
。
ご
本
人
や
支
え
る
側
で

あ
る
地
域
の
方
の
安
心
感
が
得
ら

れ
る
仕
組
み
に
つ
い
て
、
他
自
治

体
で
の
実
績
を
検
証
し
て
い
く
。

❷
現
在
、
区
内
に
お
い
て
は
篤
志

献
体
の
組
織
が
、
個
人
と
生
前
に

契
約
す
る
こ
と
で
献
体
を
実
施
し

て
い
る
。
故
人
の
遺
志
を
ど
の
よ

う
に
事
業
に
反
映
さ
せ
る
か
研
究

し
て
い
く
。

障
が
い
者
施
策
に
つ
い
て

　

❶
東
京
２
０
２
０
大
会
に
向
け

て
、
街
中
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
情
報

を
広
く
発
信
す
る
取
り
組
み
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。
利
用
者
が
見
つ

け
た
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や
ス
ロ
ー
プ

な
ど
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
情
報
を
、

写
真
と
と
も
に
投
稿
す
る
こ
と
で

地
図
上
に
反
映
で
き
る
無
料
ア
プ

リ
「
ウ
ィ
ー
ロ
グ
」
を
活
用
し
て
、

区
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
情
報
の
向
上

を
図
っ
て
は
。
❷
手
話
を
言
語
と

認
め
て
普
及
促
進
す
る
条
例
の
制

定
が
必
要
だ
。
先
行
し
て
制
定
し

た
自
治
体
の
状
況
調
査
な
ど
の
実

施
を
。

　
福
祉
部
長　

❶
バ
リ
ア
フ
リ
ー

情
報
の
周
知
に
つ
い
て
、
ア
プ
リ

の
活
用
は
重
要
と
考
え
て
お
り
、

他
地
域
の
取
り
組
み
状
況
も
踏
ま

え
研
究
し
て
い
く
。
❷
手
話
の
普

及
に
向
け
、
講
習
会
の
実
施
や
通

訳
士
の
養
成
に
努
め
て
い
る
。
今

後
も
国
や
都
の
動
向
や
、
先
行
自

治
体
の
取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て

調
査
し
て
い
く
。

「
ダ
ブ
ル
ケ
ア
」
に
つ
い
て

　

❶
育
児
と
介
護
な
ど
に
同
時
に

直
面
す
る
ダ
ブ
ル
ケ
ア
に
つ
い
て
、

相
談
窓
口
の
設
置
な
ど
の
支
援
策

を
検
討
す
る
た
め
、
実
態
調
査
の

実
施
を
。
❷
ダ
ブ
ル
ケ
ア
の
当
事

者
だ
け
で
な
く
、
周
囲
で
関
わ
る

方
が
当
事
者
を
支
援
策
に
結
び
付

け
ら
れ
る
よ
う
に
広
く
周
知
を
図

っ
て
は
い
か
が
か
。

　
福
祉
部
長　

❶
介
護
や
保
育
に

関
す
る
相
談
を
受
け
る
際
に
、
個

別
の
相
談
状
況
を
把
握
す
る
中
で

支
援
に
努
め
て
い
く
。
❷
介
護
、

保
育
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
窓
口
で
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
用
意
し
、
相
談
を

受
け
る
際
に
適
切
な
案
内
が
で
き

る
よ
う
、
情
報
の
共
有
、
連
携
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

　

❶
平
和
首
長
会
議
は
、
核
兵
器

廃
絶
や
世
界
の
恒
久
平
和
の
実
現

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
設
立

さ
れ
、
加
盟
都
市
数
は
現
在
162
か

国
７
千
439
都
市
に
及
ん
で
い
る
。

品
川
区
も
本
年
６
月
に
加
盟
し
た

が
、
非
核
平
和
都
市
品
川
宣
言
事

業
を
拡
充
さ
せ
る
た
め
、
平
和
首

長
会
議
の
様
々
な
取
り
組
み
に
積

極
的
に
参
画
を
。
❷
被
爆
者
や
戦

争
体
験
者
が
高
齢
に
な
ら
れ
る
中
、

若
い
世
代
が
関
心
を
持
て
る
継
承

の
工
夫
や
青
年
層
を
対
象
と
し
た

平
和
サ
ミ
ッ
ト
の
開
催
な
ど
平
和

教
育
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
を
。
❸
区

民
が
平
和
を
語
る
き
っ
か
け
に
し

て
も
ら
う
た
め
に
、
平
和
の
種
と

し
て
花
の
種
を
区
民
に
配
布
し
、

品
川
区
中
を
平
和
の
花
園
に
し
て

東
京
２
０
２
０
大
会
に
来
訪
さ
れ

る
方
を
お
も
て
な
し
し
て
は
。

　
区
長　

❶
平
和
首
長
会
議
か
ら

得
ら
れ
る
情
報
を
活
用
し
、
各
種

平
和
事
業
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
つ

な
げ
て
い
き
た
い
。
❷
若
者
に
身

近
な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
動
画
等
の

媒
体
の
活
用
や
、
平
和
使
節
派
遣

事
業
に
参
加
し
た
若
者
と
の
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
等
、
創
意

工
夫
を
重
ね
平
和
意
識
の
醸
成
を

図
っ
て
い
く
。
❸
区
内
各
地
が
花

で
彩
ら
れ
る
こ
と
は
、
来
訪
さ
れ

る
方
に
と
っ
て
も
区
に
対
す
る
印

象
が
深
ま
る
こ
と
と
思
う
。
お
も

て
な
し
推
進
と
も
関
連
し
た
事
業

実
施
の
可
能
性
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
く
。

住
民
は
武
蔵
小
山
超
高
層
再
開
発
、

放
射
２
号
線
道
路
を
望
ま
な
い
　

ゼ
ネ
コ
ン
利
益
第
一
の
ま
ち
づ
く

り
や
め
よ

　

❶
住
民
は
武
蔵
小
山
超
高
層
の

ま
ち
づ
く
り
に
異
議
を
唱
え
て
い

る
。
区
は
周
辺
住
民
の
理
解
を
得

て
い
る
と
考
え
る
の
か
。
ま
た
、

都
市
計
画
法
で
定
め
る
公
聴
会
を

な
ぜ
開
か
な
い
の
か
。
❷
１
棟
109

億
円
も
の
莫
大
な
税
金
を
投
入
し

た
武
蔵
小
山
の
超
高
層
再
開
発
を

や
め
、
低
層
の
住
宅
で
公
園
、
図

書
館
、
認
可
保
育
園
、
特
養
ホ
ー

ム
な
ど
区
民
の
願
う
暮
ら
し
や
福

祉
の
た
め
に
使
う
よ
う
求
め
る
。

　
都
市
環
境
部
長　

❶
地
域
の
町

会
、
商
店
街
等
へ
の
説
明
会
や
ア

ン
ケ
ー
ト
等
を
実
施
し
武
蔵
小
山

の
ま
ち
づ
く
り
方
針
の
素
案
を
作

成
し
た
。
住
民
の
皆
様
の
意
見
を

聞
き
、
理
解
を
得
て
進
め
て
い
る
。

❷
老
朽
木
造
建
築
物
が
密
集
し
て

道
路
も
狭
く
、
広
場
等
が
な
い
な

ど
の
課
題
を
解
決
し
、
安
全
で
住

み
や
す
い
ま
ち
に
更
新
し
て
い
く

た
め
、
適
正
な
補
助
金
を
交
付
し

事
業
が
実
施
さ
れ
る
。
福
祉
等
の

施
策
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
署
で
積

極
的
に
進
め
て
い
る
。

保
育
の
質
と
量
ど
ち
ら
も
大
切
！

必
要
な
計
画
を
立
て
、
待
機
児
ゼ

ロ
へ
公
立
認
可
保
育
園
増
設
を

　

❶
保
育
を
必
要
と
す
る
す
べ
て

の
子
ど
も
た
ち
が
、
格
差
の
な
い

保
育
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
認
可
保

育
園
の
大
幅
増
設
を
。
❷
国
基
準

に
満
た
な
い
保
育
園
が
認
可
保
育

園
と
な
る
よ
う
、
強
力
な
支
援
を
。

❸
来
年
４
月
、
認
可
保
育
園
増
設

に
よ
る
待
機
児
ゼ
ロ
の
目
標
を
立

て
、
具
体
的
計
画
を
作
る
こ
と
を

求
め
る
。
❹
保
育
課
の
年
間
残
業

時
間
の
一
人
平
均
と
最
大
時
間
数

は
。
保
育
園
保
育
士
の
年
間
年
休

取
得
日
数
は
。
❺
園
庭
が
な
く
水

遊
び
も
で
き
な
い
保
育
園
の
近
く

に
公
園
を
設
置
す
る
な
ど
対
策
を
。

　
子
ど
も
未
来
部
長　

❶
平
成
30

年
度
に
は
過
去
最
多
の
17
園
の
開

設
を
計
画
し
て
い
る
。
❷
改
築
経

費
等
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
❸

30
年
４
月
の
待
機
児
ゼ
ロ
を
め
ざ

し
、
総
合
的
な
対
策
を
推
進
し
て

い
る
。
❹
超
過
勤
務
時
間
は
一
人

当
た
り
361
時
間
、
最
大
は
１
千
510

時
間
で
あ
る
。
年
休
の
平
均
取
得

日
数
は
８
日
で
あ
る
。
❺
幅
広
い

需
要
を
踏
ま
え
、
公
園
整
備
を
進

め
て
い
く
。

学
校
の
あ
り
方
を
ゆ
が
め
る
選
択

制
は
き
っ
ぱ
り
中
止
を
　
30
人
学

級
の
実
現
を

　

❶
学
校
選
択
制
に
よ
っ
て
地
域

　

❶
米
朝
の
軍
事
的
衝
突
の
危
機

に
つ
い
て
、
９
条
の
精
神
に
基
づ

く
双
方
の
直
接
対
話
こ
そ
が
解
決

の
道
だ
と
思
う
が
、
見
解
は
。
❷

憲
法
に
つ
い
て
は
、
区
民
の
付
託

に
含
ま
れ
て
い
な
い
の
で
、
首
長

と
し
て
安
倍
改
憲
に
反
対
の
態
度

を
示
さ
な
い
と
い
う
区
長
の
答
弁

は
、
改
憲
推
進
の
立
場
に
身
を
置

き
軍
事
的
緊
張
を
高
め
る
の
で
は
。

❸
核
兵
器
禁
止
条
約
の
成
立
は
、

区
と
し
て
歓
迎
を
表
す
べ
き
こ
と

と
思
う
が
い
か
が
か
。
❹
区
と
し

て
日
本
政
府
に
核
兵
器
禁
止
条
約

へ
の
加
盟
を
求
め
て
は
。
❺
区
長

に
ヒ
バ
ク
シ
ャ
国
際
署
名
へ
の
サ

イ
ン
を
求
め
る
。

　
区
長　

❶
❷
❸
外
交
・
防
衛
に

関
し
て
は
、
国
会
で
議
論
さ
れ
る

べ
き
で
あ
り
、
見
解
は
差
し
控
え

る
。
❹
❺
区
と
し
て
各
種
平
和
事

業
を
実
施
し
て
お
り
、
今
後
も
創

意
工
夫
を
重
ね
た
取
り
組
み
を
進

め
て
い
く
。
核
兵
器
禁
止
条
約
、

ヒ
バ
ク
シ
ャ
国
際
署
名
に
関
し
て
、

区
長
と
し
て
の
意
見
表
明
等
を
行

っ
て
い
く
考
え
は
な
い
。

と
の
つ
な
が
り
が
弱
ま
る
こ
と
が
、

学
校
教
育
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
の

で
は
。
❷
学
校
間
の
競
争
を
生
み

出
し
、
小
規
模
校
は
統
廃
合
の
危

機
に
さ
ら
さ
れ
、
規
模
の
違
い
は

学
校
間
の
格
差
を
広
げ
て
い
る
。

学
校
選
択
制
は
中
止
す
る
こ
と
を

求
め
る
。
❸
個
々
の
課
題
で
丁
寧

な
指
導
が
で
き
る
、
30
人
学
級
の

実
現
を
求
め
る
。

　
教
育
次
長　

❶
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
希
薄
化
は
都
市
部
の
共
通

課
題
で
あ
り
、
学
校
選
択
制
が
地

域
の
結
び
つ
き
を
弱
め
て
い
る
と

は
と
ら
え
て
い
な
い
。
❷
学
校
が

持
ち
味
や
個
性
を
生
か
し
た
教
育

活
動
を
精
力
的
に
行
っ
た
こ
と
で
、

全
校
で
質
的
向
上
が
図
ら
れ
た
と

確
信
し
て
い
る
。
❸
既
に
少
人
数

指
導
や
教
科
担
任
制
を
通
じ
、
複

数
の
教
員
の
眼
で
子
ど
も
を
見
る

体
制
で
臨
ん
で
い
る
。
今
後
も
国
、

都
の
基
準
に
基
づ
き
進
め
て
い
く
。

非
核
平
和
都
市
品
川
宣
言
に
つ
い
て

つ
る
　
伸
一
郎
　
議
員

（
公
明
）

飯沼　雅子　議員（共産）

安倍九条改憲への反対表明
を　核兵器禁止条約の批准
を日本政府に求めよ

固定資産税・都市計画税の軽減措置の継続を求める意見書
　内閣府による平成29年９月公表の月例経済報告において、「景気は、緩やかな回復基調
が続いている」とされたものの、区内の小規模事業者を取り巻く環境は、長期的な景気の低
迷や世界規模の経済状況の悪化に加え、雇用不安、金融事情の悪化、後継者不足など、
依然として深刻な状況にある。 
　こうした中、東京都が実施している「小規模住宅用地に対する都市計画税の軽減措置」「小
規模非住宅用地に対する固定資産税・都市計画税の減免措置」及び「商業地等における固
定資産税・都市計画税について、負担水準の上限を65％に引き下げる減額措置」は、厳
しい経営環境にある小規模事業者にとっても、事業の継続や経営の健全化への大きな支えと
なっている。 
　東京都がこれらの軽減措置を廃止すれば、小規模事業者の経済的・心理的負担は極めて
大きく、回復基調にある景気に与える影響が強く危惧される。 
　よって、品川区議会は東京都に対し、下記の事項について強く要望するものである。 

記
１　小規模住宅用地に対する都市計画税を２分の１とする軽減措置を平成30年度以降も

継続すること
２　小規模非住宅用地に対する固定資産税及び都市計画税を２割減額する減免措置を平

成 30年度以降も継続すること
３　商業地等における固定資産税及び都市計画税について、負担水準の上限を65％に引

き下げる減額措置を平成30年度以降も継続すること 
　以上、地方自治法第99条の規定に基づき、意見書を提出する。
　平成29年10月19日

品川区議会議長　松　澤　利　行　
東京都知事　小　池　百 合 子　様


